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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況
取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務
の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は、以下のとおりであります。
　
当社は、会社法の規定に基づいて、以下のとおり「内部統制システムに関する基本方針」を定

め、この基本方針を誠実に履行することにより、当社の業務の適法性および効率性を確保すると
ともに、リスクの管理に努める。また、社会経済情勢その他当社を取り巻く環境の変化に応じて
適宜基本方針の見直しを行い、その改善充実を図る。
　
（１）取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
①当社は、「共創未来グループ倫理綱領」（以下「倫理綱領」という。）において、法令はも
とより社会規範にかない、遵守しなければならない倫理規範と実践すべき行動基準を定め
ている。共創未来グループの全社員（取締役、執行役員および従業員）は、この倫理綱領
に従って行動する。
②取締役会は、法令、定款、取締役会規則等の規定に従い、当社の業務執行を決定するとと
もに、グループ会社の業務執行を監視・監督する。
③取締役会が行う取締役の職務の執行の監督を確保するために、取締役は、当社およびグル
ープ会社の業務執行状況を正しく取締役会に報告するとともに、他の取締役の職務の執行
を相互に監視・監督する。
④取締役は、法令、定款、取締役会規則・稟議規程等の規定に従って職務を執行することに
より、適正な意思決定および業務執行を確保する。
⑤取締役は、金融商品取引法の規定に従って、グループ会社の財務報告に係る内部統制が有
効かつ適切に行われる体制の整備、運用および評価を継続的に行い、当社グループの財務
報告の信頼性と適正性を確保する。
⑥当社グループの取締役の法令、定款、各種規程を遵守した職務の執行を確保するために、
通報を受け付ける通報窓口を社内（東邦ホットライン）・社外に設けるとともに、通報者
に対する不利益取扱いの防止を保証する。

　
（２）使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
①当社は、使用人が常にコンプライアンスを意識して職務を執行することを確保するため
に、グループ経営委員会の管理・監督の下に、倫理綱領の実践的運用と徹底を図る。特
に、薬事関連の法規、独占禁止法等の公正競争の確保に関する法規、企業情報・個人情報
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の厳重管理等については、その遵守体制の維持・強化を図るとともに、その教育・啓発に
注力する。
②当社は、職制を通じて適正な業務執行の徹底および管理を行う。問題が発生した場合は、
就業規則に従って適正かつ厳正に処分するとともに、直ちに再発防止策を講じる。
③当社は、当社グループの使用人の法令、定款および各種規程を遵守した職務の執行を確保
するために、通報を受け付ける通報窓口を社内（東邦ホットライン）・社外に設けるとと
もに、通報者に対する不利益取扱いの防止を保証する。これらを通じて、実効性ある内部
通報制度の円滑な運営を図る。
④当社は、定期的な内部監査を実施することにより、当社グループの使用人の職務の執行の
法令、定款および各種規程に対する適合性を確認するとともに、適正な職務の執行の維
持・強化を図る。

　
（３）取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
①当社は、取締役の職務の執行に係る文書（電磁的記録も含む）およびその他重要な情報
を、法令および「文書取扱規程」に基づいて、適正に保存・管理する。
②当社は、取締役の職務の執行に係る情報の作成・保存・管理状況について、監査等委員の
監査を受けることにより、その適正性を確保する。

　
（４）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
①当社は、「リスク管理基本規程」に基づいて、当社グループのリスク管理体制の整備を進
めるとともに、当社グループに生じた、または生じる可能性のあるリスクの早期発見・把
握に努め、リスクへの適切な対応を図る。
②当社は、グループ・コンプライアンス・リスク管理委員会およびグループ災害対策委員会
等を通じてグループ経営委員会にリスク情報を報告し、適切な対応を図り、リスク管理体
制の維持・整備に努める。
③当社は、当社グループに不測の事態が発生した場合には、社長（もしくは社長が指名する
者）が指揮する対策本部を当社もしくは事業運営会社に設置し、迅速な対応をとり、損害
を最小限に抑える体制を整えるとともに、医療用医薬品供給体制の維持・確立を図る。
④当社は、コンピューター処理システムの正常な稼働を維持するために、複数のデータセン
ターを置いてバックアップ体制を取り、事故に備えた体制を適切に構築する。

　
（５）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
①当社は、取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する体制の基礎として、取締
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役会を毎月１回定時に開催または必要に応じて臨時に開催し、経営に関する重要事項につ
いて審議して議決するほか、取締役の業務執行状況の監督等を行う。
②当社は、取締役会への付議・報告事項については、事前にグループ経営委員会において充
分な検討を行うことにより、効率的かつ実質的な取締役会の運営を維持する。
③当社は、取締役の職務の執行が効率的に行われるために、「組織規程」・「業務分掌規程」・
「職務権限規程」を定め、それぞれの責任者およびその責任と執行手続を定める。
④当社は、中期経営計画および年次経営計画に基づいた当社グループの事業活動の進捗状況
を、定期的に取締役会において確認する。

　
（６）企業集団における業務の適正を確保するための体制
①子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
当社は、子会社の業務執行について決裁基準を整備し、これにより重要な業務執行につい
てはグループ経営委員会において協議・報告するとともに、必要に応じて取締役会に付
議・報告を行う。また、「関係会社管理規程」に従って報告させることにより子会社管理
を行う。
②子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は、「リスク管理基本規程」に定める「経営上のリスク」に適切に対応するため、グ
ループ・コンプライアンス・リスク管理委員会を設置し、グループ全体のリスクマネジメ
ントの推進を図る。
③子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社は、「関係会社管理規程」に定める基本方針に基づき、報告体制を整備し、子会社を
管理するとともに、重要なものについてはグループ経営委員会において協議する。
④子会社の取締役等および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保する
ための体制
イ．当社は子会社に、業務の適正を確保するため倫理綱領に定める、倫理規範に基づく行
動基準の実践を徹底させる。

ロ．当社は、当社の定期的な内部監査を実施することにより、子会社の業務監査を実施
し、職務の執行の適正性を確保する。

　
（７）監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項
①当社は、監査等委員会の職務を補助すべき使用人については、必要に応じて設けるものと
する。
②当社は、監査等委員会の職務を補助すべき使用人を置く場合は、その任命・異動等人事に
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関する事項は、監査等委員会または常勤監査等委員との協議を経たうえで決定する。

（８）監査等委員会への報告に関する事項
①監査等委員は、取締役会等の重要な意思決定会議に出席し、または必要に応じて議事録等
を閲覧し、取締役および当社グループの使用人から重要事項の報告を受ける。
②取締役およびこれに準じる使用人は、法令・定款違反等会社に著しい損害を及ぼす重要な
事実が発生した場合は、速やかに監査等委員会または常勤監査等委員に報告する。
③稟議は、決裁後速やかに監査等委員に供覧する。
　

（９）監査等委員会へ報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けない
ことを確保するための体制
当社は、監査等委員会または常勤監査等委員へ報告を行った当社グループの役職員が、当
該報告を行ったことを理由として不利な取り扱いを受けることを禁止し、その旨を当社グ
ループの役職員に周知徹底する。

　
（10）監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の当該職務の

執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
①当社は、監査等委員会専用の弁護士、公認会計士、コンサルタント等の監査等委員会監査
に必要な費用を負担するものとする。
②当社は、上記のほか監査等委員が職務の執行上必要とする費用についても、負担するもの
とする。

　
（11）その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

①代表取締役は、監査等委員会と定期的に会合を持ち、会社が対処すべき課題、監査等委員
会監査の環境整備の状況、監査上の重要課題等について意見交換を行い、相互に意思疎通
を図る。
②監査等委員会は、会計監査人から会計監査の計画、方法および結果について定期的に報告
を受け、情報交換を行い、効率的な監査を実施する。
③内部監査部門は、内部監査結果、内部監査情報その他必要な情報を監査等委員会に提供
し、監査等委員会との緊密な連携を図る。また、監査等委員会は、必要に応じ、内部監査
部門に対し監査事項等について調査を求めることができる。
④当社は、監査等委員が会社の顧問弁護士とは別に監査等委員会専用の弁護士と顧問契約を
締結し、活用することを保証する。
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前述の基本方針に基づく、当事業年度の内部統制システムの運用状況の概要は以下のと
おりであります。
（１）職務の執行の適正性・効率性を確保するための取り組みについて

当社は、取締役会を原則月１回、グループ経営委員会を原則月２回開催し、適正
性・効率性の観点から、事業計画その他、経営上の重要事項についての十分な審議を
行っております。当社の取締役（監査等委員であるものを除く。）17名のうち３名が
社外取締役、また取締役（監査等委員）３名のうち２名が社外取締役であり、前述の
会議を含む、重要会議に出席し、随時必要な意見表明等を行っております。その他重
要事項については、監査等委員会または常勤監査等委員への報告を義務付ける規程を
整備し、稟議書の回付その他、監査に必要な情報が監査等委員に伝達される仕組みを
構築・運用しております。

（２）コンプライアンス推進・リスク管理体制について
当社は、「リスク管理基本規程」を制定し、当社および当社グループ会社のコンプラ

イアンス推進およびリスク管理に関する重要な課題について、社長が指名する者を委
員長とするグループ・コンプライアンス・リスク管理委員会において審議し、方針を
決議しております。
コンプライアンス推進については、当社において「倫理綱領」を用いた教育研修お

よび啓発活動を実施し、意識および知識の向上に取り組むとともに、当社グループ会
社への啓発活動に努めております。
リスク管理については、事業活動に影響を及ぼすリスクの発生状況について定期的

に当社内および当社グループ会社に対しヒアリングを行うとともに、結果をグルー
プ・コンプライアンス・リスク管理委員会およびグループ経営委員会に報告し、適切
な対応を図っております。
また、当社では、法令違反・不正行為等の早期発見および未然防止ならびに自浄作

用の向上を目的として、内部通報制度を整備しており、社内外に通報窓口を設置して
おります。

（３）グループ管理体制について
当社グループ会社の管理につきましては、上記運営とともに「関係会社管理規程」

に則り、報告体制を整備し、子会社を管理するとともに、重要なものについてはグル
ープ経営委員会において協議を行う体制を整えております。また、当社の内部監査部
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門であるグループ監査室は、監査計画に基づき、グループ各社に対する内部監査を行
っております。

（４）監査の実効性確保のための取り組みについて
社外取締役を含む監査等委員は取締役会およびグループ経営委員会等の重要な会議

に出席し、業務執行と管理に関わる情報、内部統制の実効性に関わる情報を入手して
おります。また代表取締役および各部門の責任者等と定期的に会合を持ち意見交換を
行うとともに、会計監査人およびグループ監査室から定期、随時に報告を受け、情報
交換を行う等、緊密に連携しており、監査の実効性を確保しております。
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連結株主資本等変動計算書
　

〔自 2018年
至 2019年

４月
３月

１
31
日
日〕

（単位：百万円）
　

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

2018年４月１日残高 10,649 47,874 140,317 △16,612 182,228
連結会計年度中の変動額
剰余金の配当 △2,025 △2,025
親会社株主に帰属する当期純利益 13,863 13,863
自己株式の取得 △10,002 △10,002
自己株式の処分 692 6,357 7,050
連結範囲の変動 △384 △384
土地再評価差額金の取崩 173 173
株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額（純額）
連結会計年度中の変動額合計 692 11,626 △3,644 8,673
2019年３月31日残高 10,649 48,566 151,943 △20,257 190,902
　

その他の包括利益累計額
新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金 土地再評価差額金 その他の包括利益
累計額合計

2018年４月１日残高 29,708 △4,333 25,374 168 207,772
連結会計年度中の変動額
剰余金の配当 △2,025
親会社株主に帰属する当期純利益 13,863
自己株式の取得 △10,002
自己株式の処分 7,050
連結範囲の変動 △384
土地再評価差額金の取崩 173
株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額（純額） △2,422 △173 △2,596 △0 △2,596

連結会計年度中の変動額合計 △2,422 △173 △2,596 △0 6,076
2019年３月31日残高 27,285 △4,507 22,777 168 213,848

　

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 注 記 表
　
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
（１）連結の範囲に関する事項
① 連結子会社の状況
・連結子会社の数 18社
・主要な連結子会社の名称 東邦薬品株式会社

九州東邦株式会社
株式会社セイエル
株式会社幸燿
株式会社スクウェア・ワン
株式会社東邦システムサービス
ファーマクラスター株式会社
株式会社ファーマダイワ
株式会社Ｊ．みらいメディカル
株式会社清水薬局
株式会社ファーマみらい
セイコーメディカルブレーン株式会社
ベガファーマ株式会社
有限会社キュア
株式会社青葉堂
株式会社厚生
株式会社東京臨床薬理研究所
株式会社アルフ

② 非連結子会社の状況
・主要な非連結子会社の名称 株式会社ネグジット総研
・連結の範囲から除いた理由 非連結子会社はいずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、連

結当期純損益及び利益剰余金等に重要な影響を与えず、かつ全体と
しても重要性がないため、連結の範囲から除外しております。
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（２）持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用した関連会社の数 １社
・主要な会社の名称 酒井薬品株式会社

② 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況
・主要な非連結子会社の名称 株式会社ネグジット総研
・主要な関連会社の名称 株式会社わかば
・持分法を適用しない理由 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社については、それぞ

れ連結当期純損益及び利益剰余金等に重要な影響を与えず、かつ全
体としても重要性がないため、持分法の適用から除外しておりま
す。

（３）連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の事業年度末日と連結決算日は、一致しております。

（４）会計方針に関する事項
① 有価証券の評価基準及び評価方法
満期保有目的の債券………………償却原価法（定額法）
その他有価証券
・時価のあるもの ………………連結会計年度末日の市場価格等に基づく時価法 (評価差額は全部純

資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定してお
ります。）

・時価のないもの ………………移動平均法による原価法
なお、投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資(金融商
品取引法第２条第２項により有価証券とみなされるもの)について
は、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決
算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっておりま
す。

② たな卸資産の評価基準及び評価方法…連結子会社４社
（東邦薬品株式会社、九州東邦株式会社、株式会社セイエル、株式
会社幸燿）は移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切
下げの方法）
その他の連結子会社は最終仕入原価法による原価法（収益性の低下
による簿価切下げの方法）
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③ 固定資産の減価償却の方法
ア．有 形 固 定 資 産
（リース資産
以外のもの）………………

　
　
定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属
設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備
及び構築物については定額法）
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 ８年～50年
車両及び運搬具 ４年～６年
その他 ５年～15年

イ．無 形 固 定 資 産
（リース資産
以外のもの）………………

　
　
定額法
なお、自社利用のソフトウェアは、社内における利用可能期間（５
年）に基づく定額法

ウ．リ ー ス 資 産………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法

④ 重要な引当金の計上基準
ア．貸 倒 引 当 金………………売掛債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権等特定の債権については
個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

イ．賞 与 引 当 金………………使用人及び使用人としての職務を有する役員に対して支給する賞与
に充てるため、支給見積額のうち当連結会計年度負担額を計上して
おります。

ウ．役員賞与引当金………………役員に対して支給する賞与に充てるため、支給見積額のうち当連結
会計年度負担額を計上しております。

エ．返品調整引当金………………返品による損失に備えるため、将来の返品に伴う損失見込額を計上
しております。
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⑤ その他連結計算書類の作成のための重要な事項
ア．退職給付に係る会計処理の方法
連結子会社７社（株式会社スクウェア・ワン、株式会社ファーマダイワ、株式会社Ｊ．みらいメデ

ィカル、株式会社ファーマみらい、ベガファーマ株式会社、株式会社東京臨床薬理研究所、株式会社
アルフ）は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額
を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
また、当社及び連結子会社２社（東邦薬品株式会社、株式会社東邦システムサービス）は、確定拠
出年金制度に全面的移行したことに伴い、移行時在籍従業員のうち、定年の退職者に対しては、過去
勤務部分の一部を退職時に退職一時金として支払う経過措置を設けております。それにより、2019
年３月末現在の退職給付債務を従業員の退職給付に備えるために計上しております。数理計算上の差
異は、僅少のため発生年度に費用処理することとしております。
イ．のれん及び負ののれんの償却方法及び償却期間
のれん及び2010年３月31日までに発生した負ののれんの償却については、５年間または10年間の
均等償却を行っております。
ウ．消費税等の会計処理方法
消費税等の会計処理は、税抜方式を採用しております。

２．会計方針の変更に関する注記
（税効果会計に係る会計基準の適用指針の適用）

「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年２月16日）を当連
結会計年度から適用し、個別計算書類における子会社株式等に係る将来加算一時差異の取り扱いを見直し
ております。なお、この変更による影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

３．表示方法の変更に関する注記
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）を当連結会

計年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の
区分に表示する方法に変更しました。
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４．連結貸借対照表に関する注記
（１）有形固定資産の減価償却累計額 51,044百万円
（２）担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産
定期預金 165百万円
建物 1,733百万円
土地 4,203百万円
投資有価証券 3,860百万円
　 計 9,962百万円

② 担保に係る債務
支払手形及び買掛金 21,688百万円
長期借入金（１年内返済を含む） 1,124百万円
　 計 22,812百万円

（３）土地の再評価
「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関する法
律の一部を改正する法律」（平成13年３月31日公布法律第19号）に基づき、当社の事業用土地の再評価
を行い、再評価差額から「再評価に係る繰延税金負債」を控除した金額を「土地再評価差額金」として
純資産の部に計上しております。
再評価の方法
「土地の再評価に関する法律施行令」（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第３号に定める土
地課税台帳に基づき算出しております。
再評価を行った年月日 2002年３月31日
再評価を行った土地の当連結会計年度末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

1,289百万円
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５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（１）発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

発行済株式

普通株式 78,270千株 ― ― 78,270千株

合 計 78,270千株 ― ― 78,270千株

自己株式

普通株式（注） 9,767千株 3,549千株 3,196千株 10,120千株

合 計 9,767千株 3,549千株 3,196千株 10,120千株
（注）１．普通株式の自己株式の増加3,549千株は、取締役会決議による増加3,548千株及び単元未満株式の買

取りによる増加１千株であります。
２．普通株式の自己株式の減少3,196千株は、2019年満期ユーロ円貨建転換社債型新株予約権付社債の
新株予約権の行使による減少であります。

　
（２） 新株予約権等に関する事項

会社名 内訳 目的となる
株式の種類

目的となる株式の数（千株） 当連結会計
年度末残高
（百万円）当連結会計

年度期首 増加 減少 当連結会計
年度末

提出会社

2019年満期ユ
ーロ円貨建転換
社債型新株予約
権付社債
（注 1、2、3、
4）

普通株式 6,784 16 3,196 3,604 ―

2023年満期ユ
ーロ円貨建転換
社債型新株予約
権付社債
（注1、2）

普通株式 ― 5,973 ― 5,973 ―

ストック・オプ
ションとしての
新株予約権
（注5）

普通株式 82 ― 0 82 168

合計 6,866 5,990 3,196 9,660 168

（注）１．新株予約権の目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式
数を記載しております。
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２．転換社債型新株予約権付社債については、一括法によっております。
３．2019年満期ユーロ円貨建転換社債型新株予約権付社債の目的となる株式の数の増加16千株は、社債

要項の転換価額調整事項に従い、当該転換価額を調整したことによるものです。
４. 2019年満期ユーロ円貨建転換社債型新株予約権付社債の目的となる株式の数の減少3,196千株は、新
株予約権の行使による減少によるものです。

　 ５. ストック・オプションとしての新株予約権の目的となる株式の数の減少０千株は、権利行使によるも
のです。

（３）剰余金の配当に関する事項
① 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

　

決議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日
2018年５月９日
取締役会 普通株式 1,027百万円 15円 2018年３月31日 2018年６月８日

2018年11月７日
取締役会 普通株式 998百万円 15円 2018年９月30日 2018年12月７日

　
② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの

　

決議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日
2019年５月９日
取締役会 普通株式 1,022百万円 15円 2019年３月31日 2019年６月７日

　

なお、配当の原資については、利益剰余金とすることを予定しております。
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６．金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項
（１）金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については定期預金等の安全性の高い商品に限定し、また、資金調達につい
ては銀行借入を中心に行う方針です。デリバティブは、借入金の金利変動リスクを回避する目的で利用
し、投機的な取引は行いません。

（２）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。当該リスクに関しては、

当社グループの債権管理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の
信用状況を必要の都度、把握する体制としています。
投資有価証券である株式は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒
されていますが、財務部門において定期的に時価を把握し、リスクを管理しています。
営業債務である支払手形及び買掛金は、１年以内の支払期日です。
借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達や、投資資金を長期借入金で調達するまでの
短期間のつなぎ資金であり、長期借入金は主に設備投資に係る資金調達です。変動金利の借入金は、金利
の変動リスクに晒されていますが、このうち長期のものの一部については、支払金利の変動リスクを回避
し支払利息の固定化を図るために、個別契約ごとにデリバティブ取引（金利スワップ取引）をヘッジ手段
として利用しています。ヘッジの有効性の評価方法については、金利スワップの特例処理の要件を満たし
ているため、その判定をもって有効性の評価を省略しています。
デリバティブ取引の実行及び管理は、財務部門において行っておりますが、実行にあたっては、事前に
ヘッジ対象の借入金と共に社内規程に基づき決裁を受けて行っております。また、デリバティブの利用に
あたっては、信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ取引を行っています。
また、営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されていますが、当社グループでは、各社が月次に資金
繰計画を作成するなどの方法により管理しています。

（３）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
「２．金融商品の時価等に関する事項」におけるデリバティブ取引に関する契約額等については、その
金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。

― 15 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷） 2019年05月22日 18時07分 $FOLDER; 16ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



２．金融商品の時価等に関する事項
2019年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれていません（（注２）参照）。
（単位：百万円）

　

連結貸借対照表
計上額 時 価 差 額

（１）現金及び預金 79,607 79,607 ―

（２）受取手形及び売掛金 287,205 287,205 ―

（３）仕入割戻未収入金 13,993 13,993 ―

（４）投資有価証券

その他有価証券 63,861 63,861 ―

（５）支払手形及び買掛金 374,322 374,322 ―

（６）社債 28,039 30,677 2,638

（７）長期借入金 5,902 5,906 3

（８）デリバティブ取引 ― ― ―
　
（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
（１）現金及び預金、（２）受取手形及び売掛金、及び（３）仕入割戻未収入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており
ます。

（４）投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引金融機関から

提示された価格によっています。
また、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項は以下のとおりであります。
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① その他有価証券
　

（単位：百万円）
　

区 分 種 類 取得原価 連結貸借対照表
計上額 差 額

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

株 式 23,798 62,859 39,061

国債・地方債等 ― ― ―

社 債 ― ― ―

その他 11 18 6

小 計 23,810 62,878 39,068

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株 式 1,083 982 △100

国債・地方債等 ― ― ―

社 債 ― ― ―

その他 ― ― ―

小 計 1,083 982 △100

合 計 24,893 63,861 38,967
　

（注）１．当連結会計年度の取得原価は減損処理額12百万円控除後の金額であります。
２．減損処理にあたっては、連結会計年度末の時価が取得原価に比べ50％程度以上下落した場合に減損処
理を行っております。また、30～50％程度下落した場合は、過去１年間の月末の平均時価を算出し、
取得原価に比べて30％以上の下落であった時に減損処理を行っております。

② 連結会計年度中に売却したその他有価証券（自2018年４月１日 至2019年３月31日）
　
　

（単位：百万円）
　

区 分 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

株 式 2 0 ―

債 券 ― ― ―

その他 ― ― ―

合 計 2 0 ―
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（５）支払手形及び買掛金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており
ます。

（６）社債
社債の時価については、市場価格を基に算定する方法によっております。

（７）長期借入金
長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り
引いて算定する方法によっております。
変動金利による長期借入金は金利スワップの特例処理の対象とされており（下記（８）②参照）、当該金
利スワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入を行った場合に適用される合理的に見
積られる利率で割り引いて算定する方法によっております。

（８）デリバティブ取引
① ヘッジ会計が適用されていないもの：該当するものはありません。
② ヘッジ会計が適用されているもの：ヘッジ会計の方法ごとの連結決算日における契約額又は契約におい
て定められた元本相当額等は、次のとおりであります。

（単位：百万円）
　

ヘッジ会計
の方法

デリバティブ
取引の種類等 主なヘッジ対象

契約額等
時 価

うち１年超

金 利 ス ワ ッ プ の
特 例 処 理

金利スワップ取引
支払固定・受取変動 長期借入金 ― ― (＊)

　

（＊）金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理されている
ため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。（上記（７）参照）

　
（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：百万円）
区 分 金 額

非上場株式等 16,815
　

上記については、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価を把
握することが極めて困難と認められるため、「（４）投資有価証券 」には含めておりません。
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（注３）金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額
（単位：百万円）

区 分 １年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

預金 78,884 ― ― ―

受取手形及び売掛金 287,205 ― ― ―

仕入割戻未収入金 13,993 ― ― ―

有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券 ― 10 ― ―

その他有価証券 ― ― 1 ―
　
（注４）社債・長期借入金・リース債務及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額

（単位：百万円）

区 分 １年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

社債 7,950 20,000 ― ―

長期借入金 308 4,798 243 552
　
７．賃貸等不動産に関する注記

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、注記を省略いたします。

８．１株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産額 3,135円45銭
（２）１株当たり当期純利益 207円71銭
　
９．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書
　

〔自 2018年
至 2019年

４月
３月

１
31
日
日〕

（単位：百万円）
　

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資 本
準備金

その他
資 本
剰余金

資 本
剰余金
合 計

利 益
準備金

その他利益剰余金 利 益
剰余金
合 計

土地圧縮
積 立 金

別 途
積立金

繰越利益
剰 余 金

2018年４月１日残高 10,649 46,177 2,541 48,718 664 1,589 6,336 54,707 63,297
事業年度中の変動額
剰余金の配当 △2,025 △2,025
当期純利益 10,238 10,238
土地圧縮積立金の取崩 △9 9
自己株式の取得
自己株式の処分 692 692
土地再評価差額金の取崩 173 173
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額）
事業年度中の変動額合計 692 692 △9 8,396 8,386
2019年３月31日残高 10,649 46,177 3,233 49,410 664 1,579 6,336 63,104 71,684
　

株 主 資 本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計自己株式 株主資本

合 計
その他有価証券
評価差額金

土地再評価
差 額 金

評価・換算
差額等合計

2018年４月１日残高 △16,652 106,013 35,135 △4,310 30,824 168 137,006
事業年度中の変動額
剰余金の配当 △2,025 △2,025
当期純利益 10,238 10,238
土地圧縮積立金の取崩
自己株式の取得 △10,002 △10,002 △10,002
自己株式の処分 6,357 7,050 7,050
土地再評価差額金の取崩 173 173
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額） △2,349 △173 △2,523 △0 △2,523

事業年度中の変動額合計 △3,644 5,433 △2,349 △173 △2,523 △0 2,909
2019年３月31日残高 △20,297 111,447 32,785 △4,484 28,300 168 139,916

　

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（１）有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式
……………移動平均法による原価法

そ の 他 有 価 証 券
・時価のあるもの……………期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。）
・時価のないもの……………移動平均法による原価法

なお、投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資（金融商品
取引法第２条第２項により有価証券とみなされるもの）については、組
合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎
とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

（２）固定資産の減価償却の方法
① 有 形 固 定 資 産
（リース資産
以外のもの）

……………定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備
を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築
物については定額法）
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 ８年～50年
器具及び備品 ５年～15年

② 無 形 固 定 資 産……………定額法
なお、自社利用のソフトウェアは、社内における利用可能期間（５年）
に基づく定額法

③ リ ー ス 資 産……………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法

④ 長 期 前 払 費 用……………均等償却

（３）重要な引当金の計上基準
① 貸 倒 引 当 金……………売掛債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率による計算額を、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回
収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
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② 賞 与 引 当 金……………使用人及び使用人としての職務を有する役員に対して支給する賞与に充
てるため、支給見積額のうち当事業年度負担額を計上しております。

③ 役員賞与引当金……………役員に対して支給する賞与に充てるため、支給見積額のうち当事業年度
負担額を計上しております。

④ 退職給付引当金……………2005年４月の確定拠出年金制度に全面的移行したことに伴い、移行時
在籍従業員のうち、定年の退職者に対しては、過去勤務部分の一部を
退職時に退職一時金として支払う経過措置を設けております。それに
より、2019年３月末現在の退職給付債務を従業員の退職給付に備える
ために計上しております。数理計算上の差異は、僅少のため発生年度
に費用処理することとしております。

（４）消費税等の会計処理方法
消費税等の会計処理は、税抜方式を採用しております。

２．会計方針の変更に関する注記
（税効果会計に係る会計基準の適用指針の適用）
「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年２月16日）を当事

業年度から適用し、個別計算書類における子会社株式等に係る将来加算一時差異の取り扱いを見直してお
ります。なお、この変更による影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

３．表示方法の変更に関する注記
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）を当事業年度

の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に
表示する方法に変更しました。
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４．貸借対照表に関する注記
（１）有形固定資産の減価償却累計額 17,108百万円
（２）担保に供している資産及び担保に係る債務
　 担保に供している資産

建 物 189百万円
土 地 553百万円
　 計 742百万円

　 担保に係る債務
長期借入金（１年内返済を含む） －百万円
　 計 －百万円

　
なお、下記資産は東邦薬品株式会社等の子会社の支払手形及び買掛金に係る担保に供しております。
定 期 預 金 165百万円
建 物 414百万円
土 地 1,925百万円
投 資 有 価 証 券 3,859百万円
　 計 6,365百万円

　

（３）保証債務
銀行保証債務 4,736百万円
買掛債務の保証債務 148百万円

（４）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
短期金銭債権 902百万円
長期金銭債権 6,334百万円
短期金銭債務 9,150百万円
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（５）土地の再評価
「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関する法
律の一部を改正する法律」（平成13年３月31日公布法律第19号）に基づき、事業用土地の再評価を行
い、再評価差額から「再評価に係る繰延税金負債」を控除した金額を「土地再評価差額金」として純資
産の部に計上しております。
再評価の方法
「土地の再評価に関する法律施行令」（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第３号に定める土
地課税台帳に基づき算出しております。
再評価を行った年月日 2002年３月31日
再評価を行った土地の当事業年度末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

1,330百万円

５．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引による取引高
営業収益 13,297百万円
営業取引以外の取引による取引高 282百万円

６．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普通株式（注） 9,755千株 3,549千株 3,196千株 10,108千株
（注）１．普通株式の自己株式の増加3,549千株は、取締役会決議による増加3,548千株及び単元未満株式の買

取りによる増加１千株であります。
２．普通株式の自己株式の減少3,196千株は、2019年満期ユーロ円貨建転換社債型新株予約権付社債の
新株予約権の行使による減少であります。
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７．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
未払事業税 48百万円
賞与引当金 23百万円
貸倒引当金 775百万円
投資有価証券 765百万円
関係会社株式 1,465百万円
その他の固定負債 59百万円
減損損失 118百万円
資産除去債務 93百万円
ストックオプション 35百万円
譲渡制限付株式報酬 17百万円
繰越欠損金 112百万円
その他 27百万円
繰延税金資産小計 3,543百万円
評価性引当額 △3,543百万円
繰延税金資産合計 ―
繰延税金負債
土地圧縮積立金 △696百万円
その他有価証券評価差額金 △14,607百万円
子会社合併に伴う有価証券評価差額金 △429百万円
資産除去債務 △66百万円
退職給付信託から返還された投資有価証券 △147百万円
その他 △7百万円
繰延税金負債合計 △15,954百万円
繰延税金負債の純額 △15,954百万円
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８．関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関連会社等

属 性 会社等の名称
議決権等の所有
（被所有）
割合(％)

関連当事者との関係 取引の内容 取引金額
（百万円） 科 目 期末残高

（百万円）

子会社 東 邦 薬 品 株 式 会 社 所有
直接 100.0

経営管理契約締結
資金援助
不動産賃貸
役員の兼任

資金の預り 538

預り金
（CMS預り金） 538

支払利息（注１） 39

経営指導料収入
（注２） 1,160

不動産賃貸料収入
（注３） 2,066

受取配当金収入
（注４） 9,417

子会社 株式会社スクウェア・ワン 所有
直接 100.0 資金援助

資金の貸付 △80

貸付金 2,095受取利息（注１） 21

債務保証（注５） 4,736

子会社 ファーマクラスター株式会社 所有
直接 100.0

資金援助
役員の兼任

資金の預り △206 預り金
（CMS預り金） 8,452

支払利息（注１) 75

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等
１．利率については、当社の規程に基づき、市中金利等を勘案し協議の上決定しております。なお、取引
金額は、期中の増減の純額を記載しております。

２．経営指導料収入は、経営指導に係る費用相当額に基づき決定しております。
３．不動産賃貸料収入は、近隣の取引実勢に基づき、協議の上決定しております。
４．受取配当金収入は、配当基準を設定し、それに基づき決定しております。
５．銀行借入につき、債務保証を行ったものです。

９．１株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産額 2,050円25銭
（２）１株当たり当期純利益 153円38銭

10．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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